
会社概要
社名 株式会社デンソー

設立 1949年12月16日

資本金 1,875億円

本社所在地 〒448-8661 
愛知県刈谷市昭和町1丁目1番地

従業員数 連結：164,572名
単体：    44,758名

連結子会社数 190社
（日本59、北米20、欧州27、アジア77、その他7）

持分法適用関連
会社数

83社
（日本22、北米11、欧州18、アジア28、その他 4）

事業年度 4月1日から翌年3月31日まで

定時株主総会 6月

単元株数 100株

発行済株式総数 748,855,973株
（自己株式39,088,978株を除く）

株主数 86,182名
（自己名義株式保有の当社を含む）

証券コード 6902

上場証券取引所 東京、名古屋

大株主の状況（上位10名）

株主名 持株数 
（千株）

持株比率 
（%）

トヨタ自動車株式会社 180,949 24.16

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（信託口） 88,112 11.76

株式会社豊田自動織機 69,373 9.26

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 36,387 4.85

トヨタ不動産株式会社 33,309 4.44

日本生命保険相互会社
（常任代理人日本マスタートラスト信託銀行
株式会社）

21,664 2.89

デンソー従業員持株制度会 13,011 1.73

株式会社アイシン 12,544 1.67

SSBTC クライアント オムニバス アカウント
（常任代理人 香港上海銀行東京支店） 8,077 1.07

ステート ストリート バンク ウェスト クライ
アント トリーティー 505234（常任代理人 
株式会社みずほ銀行決済営業部）

7,391 0.98

1. 当社は自己株式を39,089千株保有していますが、上記大株主からは除いています。
2. 持株比率は自己株式（39,089千株）を控除して計算しています。
3. �株式会社豊田自動織機の当社への出資状況は、株式会社豊田自動織機が退職給付信託の信託財産とし

て拠出している当社株式6,798千株（持株比率0.90%）を除いて表示しています。（株主名簿上の名義は、
「株式会社日本カストディ銀行（三井住友信託銀行再信託分・株式会社豊田自動織機退職給付信託口）」
であり、その議決権行使の指図権は株式会社豊田自動織機が留保しています。）

企業・株式情報
（2023年3月31日現在）

コーポレートデータ

株式保有者別分布状況
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ESG関連の社外評価
デンソーは、国内外のインデックスに連続選定されるなど、外部から高い評価
を受けています。また、当社のIR活動や情報開示姿勢を評価していただき、
2022年度「証券アナリストによるディスクロージャー優良企業選定」の自動
車・同部品・タイヤ部門において第2位に選定されました。
　「統合報告書2022」では、一般社団法人WICIジャパンが主催する「WICI
ジャパン 統合リポート・アウォード2022」において「Silver Award（優良企業
賞）」を2年連続で受賞し、さらに、 「日経統合報告書アワード」において「優秀賞」
を受賞、また、年金積立金管理運用独立行政法人（GPIF）の国内株式の運用を
委託している運用機関が選ぶ「改善度の高い統合報告書」に選定されました。

「外部からの評価・表彰」の詳細については、 
こちらをご覧ください。
https://www.denso.com/jp/ja/about-us/sustainability/library/
evaluation/

コーポレートデータ

統合報告書制作チームからのメッセージ
「統合報告書2023」をご覧いただきありがとうございます。環境・安心の価
値最大化を中心とした当社の価値創造プロセスについて、ご理解を深めてい
ただく一助になれば幸いです。
　今後もステークホルダーの皆様とともに企業価値を創造できるよう、当報
告書を活用した対話および社内における企業価値向上意識の醸成などを推
し進めていきます。

※ �FTSE Russell（FTSE International Limited と Frank Russell Companyの登録商標）はここに（株）デンソーが第三者調査の結果、FTSE Blossom 
Japan Index組み入れの要件を満たし、本インデックスの構成銘柄となったことを証します。FTSE Blossom Japan Indexはグローバルなインデック
スプロバイダーであるFTSE Russellが作成し、環境、社会、ガバナンス（ESG）について優れた対応を行っている日本企業のパフォーマンスを測定する
ために設計されたものです。FTSE Blossom Japan Indexはサステナブル投資のファンドや他の金融商品の作成・評価に広く利用されます。

※ �FTSE Russell （FTSE International Limited と Frank Russell Companyの登録商標）はここに（株）デンソーが第三者調査の結果、FTSE Blossom 
Japan Sector Relative Index組み入れの要件を満たし、本インデックスの構成銘柄となったことを証します。FTSE Blossom Japan Sector Relative 
Indexはサステナブル投資のファンドや他の金融商品の作成・評価に広く利用されます。

※ 2023年9月末時点の評価を掲載しています。

デンソーは、気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）に賛同しており、「統合報告書2023」ではTCFDが推奨する気候関連情報の開示項
目を参照しています。下表は、本報告書および当社ホームページにおける推奨開示項目との対照を示しています。なお、本報告書には、シナリオ
分析に基づく機会とリスクの開示、TCFD提言に沿った取り組み状況をまとめたページがありますので、詳細は   P.90–93をご覧ください。
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a） 気候関連のリスクおよび機会についての、取締役会による監視体制
P.91：「環境」価値の最大化に向けた取り組み＞ガバナンス 
P.99：コーポレートガバナンス＞コーポレートガバナンス体制図

デンソーについて＞サステナビリティ＞サステナビリティマネジメント＞推進体制： 
https://www.denso.com/jp/ja/about-us/sustainability/management/#c 
デンソーについて＞サステナビリティ＞環境への取り組み＞エコビジョン＞ 
環境マネジメント（エコマネジメント）＞推進体制： 
https://www.denso.com/jp/ja/about-us/sustainability/environment/ecovision/eco-management/ 
デンソーについて＞サステナビリティ＞コーポレートガバナンス＞ガバナンス体制と主な機関： 
https://www.denso.com/jp/ja/about-us/sustainability/governance/management/

b） 気候関連のリスクおよび機会を評価・管理する上での経営者の役割
P.91：「環境」価値の最大化に向けた取り組み＞ガバナンス 
P.99：コーポレートガバナンス＞コーポレートガバナンス体制図

デンソーについて＞サステナビリティ＞サステナビリティマネジメント＞推進体制： 
https://www.denso.com/jp/ja/about-us/sustainability/management/#c 
デンソーについて＞サステナビリティ＞環境への取り組み＞エコビジョン＞ 
環境マネジメント（エコマネジメント）＞推進体制： 
https://www.denso.com/jp/ja/about-us/sustainability/environment/ecovision/eco-management/ 
デンソーについて＞サステナビリティ＞コーポレートガバナンス＞ガバナンス体制と主な機関： 
https://www.denso.com/jp/ja/about-us/sustainability/governance/management/

戦
略

a） 組織が識別した、短期・中期・長期の気候関連のリスクおよび機会
P.34–35：事業環境認識 
P.36–37：優先取組課題（マテリアリティ） 
P.90：�「環境」価値の最大化に向けた取り組み＞シナリオに基づく事業 

 の機会とリスクの分析

デンソーについて＞サステナビリティ＞環境への取り組み＞エコビジョン： 
https://www.denso.com/jp/ja/about-us/sustainability/environment/ecovision/ 
デンソーについて＞サステナビリティ＞環境への取り組み＞環境行動計画： 
https://www.denso.com/jp/ja/about-us/sustainability/environment/action-plan/ 
デンソーについて＞サステナビリティ＞サステナビリティマネジメント＞マテリアリティ： 
https://www.denso.com/jp/ja/about-us/sustainability/management/#b

b） 気候関連のリスクおよび機会が組織のビジネス・戦略・財務計画に及ぼす影響
P.32–33：目指す姿に向けたロードマップ 
P.34–35：事業環境認識 
P.36–37：優先取組課題（マテリアリティ） 
P.38–41：未来に向けた歩みとその成果・2025年中期方針 
P.42–43、46–47：環境・安心戦略 
P.49：�事業ポートフォリオと創出価値＞環境・安心の価値最大化を実現す

る業界全体で取り組む総仕上活動
P.66–73：財務資本＞CFO MESSAGE 
P.90–91：�「環境」価値の最大化に向けた取り組み＞シナリオに基づく事業 

 の機会とリスクの分析、経営戦略への影響、財務計画への影響

デンソーについて＞サステナビリティ＞環境への取り組み＞エコビジョン： 
https://www.denso.com/jp/ja/about-us/sustainability/environment/ecovision/ 
デンソーについて＞サステナビリティ＞環境への取り組み＞環境行動計画： 
https://www.denso.com/jp/ja/about-us/sustainability/environment/action-plan/

c） 2°C以下のシナリオを含む、様々な気候関連シナリオに基づく検討を踏まえた、組織の戦略のレジリエンス
P.90–91：�「環境」価値の最大化に向けた取り組み＞シナリオに基づく事業 

 の機会とリスクの分析、経営戦略への影響、財務計画への影響
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a） 組織が気候関連リスクを識別・評価するプロセス
P.36–37：優先取組課題（マテリアリティ） 
P.91：「環境」価値の最大化に向けた取り組み＞リスク管理 
P.114–115：リスクマネジメント

デンソーについて＞サステナビリティ＞サステナビリティマネジメント＞マテリアリティ： 
https://www.denso.com/jp/ja/about-us/sustainability/management/#b 
デンソーについて＞サステナビリティ＞環境への取り組み＞エコビジョン＞ 
環境マネジメント（エコマネジメント） 
https://www.denso.com/jp/ja/about-us/sustainability/environment/ecovision/eco-management/ 
デンソーについて＞サステナビリティ＞ガバナンス＞リスクマネジメント＞リスクの把握と対応の明確化： 
https://www.denso.com/jp/ja/about-us/sustainability/governance/risk/

b） 組織が気候関連リスクを管理するプロセス
P.36–37：優先取組課題（マテリアリティ） 
P.91：「環境」価値の最大化に向けた取り組み＞リスク管理 
P.114–115：リスクマネジメント

デンソーについて＞サステナビリティ＞サステナビリティマネジメント＞マテリアリティ： 
https://www.denso.com/jp/ja/about-us/sustainability/management/#b 
デンソーについて＞サステナビリティ＞環境への取り組み＞エコビジョン＞ 
環境マネジメント（エコマネジメント） 
https://www.denso.com/jp/ja/about-us/sustainability/environment/ecovision/eco-management/ 
デンソーについて＞サステナビリティ＞ガバナンス＞リスクマネジメント＞リスクの把握と対応の明確化： 
https://www.denso.com/jp/ja/about-us/sustainability/governance/risk/

c） 組織が気候関連リスクを識別・�評価・�管理するプロセスが組織の総合的リスク管理にどのように統合されているか
P.91：「環境」価値の最大化に向けた取り組み＞リスク管理 
P.114–115：リスクマネジメント

デンソーについて＞サステナビリティ＞ガバナンス＞リスクマネジメント： 
https://www.denso.com/jp/ja/about-us/sustainability/governance/risk/

指
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a） 組織が自らの戦略とリスク管理プロセスに即して、気候関連のリスクおよび機会を評価する際に用いる指標
P.36–37：優先取組課題（マテリアリティ）＞マテリアリティとKPI 
P.39：2025年中期方針＞目指す姿＞環境 
P.42–43：環境・安心戦略 
P.92–93：「環境」価値の最大化に向けた取り組み＞指標と目標

デンソーについて＞サステナビリティ＞環境への取り組み＞エコビジョン： 
https://www.denso.com/jp/ja/about-us/sustainability/environment/ecovision/

b） Scope 1、Scope 2および当てはまる場合はScope 3の温室効果ガス（GHG）排出量と、その関連リスク
P.121：�Facts & Figures＞非財務ハイライト＞CO2排出量（グローバル／

Scope1・2）
P.122–123：�10カ年データ＞非財務データ＞CO2排出量（グローバル／

Scope1・2）

デンソーについて＞サステナビリティ＞環境への取り組み＞パフォーマンスデータ（環境編）＞アクション2： 
https://www.denso.com/jp/ja/about-us/sustainability/library/environment-data/#a

c） 組織が気候関連リスクおよび機会を管理するために用いる目標、および目標に対する実績
P.36–37：優先取組課題（マテリアリティ）＞マテリアリティとKPI 
P.39：2025年中期方針＞目指す姿＞環境 
P.42–43：環境・安心戦略 
P.92–93：「環境」価値の最大化に向けた取り組み＞指標と目標 
P.122–123：�10カ年データ＞非財務データ＞CO2排出量（グローバル／

Scope1・2）

デンソーについて＞サステナビリティ＞環境への取り組み＞環境行動計画＞「第7次環境行動計画」の
位置づけ： 
https://www.denso.com/jp/ja/about-us/sustainability/environment/action-plan/ 
デンソーについて＞サステナビリティ＞環境への取り組み＞パフォーマンスデータ（環境編）＞アクション2： 
https://www.denso.com/jp/ja/about-us/sustainability/library/environment-data/#a
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